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　私は 20 年ほど前より、視覚と聴覚の両方に障害を併せ持つ「盲ろう者」の支援ならびにそれら
に関連した研究に取り組んできた。盲ろう者の支援を行っていて感じることは、障害や困難が重
複することで、それぞれの単一障害とは全く違った問題に直面するということである。
　今回、調査報告書を読ませていただき、障害女性の複合的差別の問題は、まさにこの重複障害
のそれと構造が似ていると感じた。「女性としての困難」「障害者としての困難」は、それぞれ単
一的に語られてきたが、それらが複合的に語られることは少なかったということであろう。報告
書に寄せられた声や行政の取り組みの遅れ、社会の無理解等を目の当たりにして、その実態や問
題の深刻さが鮮明に伝わってきた。と同時に、この問題は多くの障害支援の分野でもっと意識さ
れなければならず、さらには重複した困難の支援に取り組む盲ろうの現場でもしっかり向き合う
べき課題であることを改めて実感している次第である。
　報告書の冒頭に「障害女性の複合差別は、裏返せば、障害男性の差別や苦悩を浮き上がらせます。」
という記述がある。この言葉が、男性障害者である私の心に重く響いている。私は、これまで障
害女性の複合差別の問題には少なくとも関心を寄せてきたつもりであった。しかし、今回具体的
な証言や差別の実態を知る中で、いかに自分が「人

ひとごと

事」としてしかこの問題を捉えてこなかった
のか、ということに改めて気づかされている。そのことを改めて自覚すると共に、今後自分と直
結する問題として、障害女性の複合差別の問題に興味関心を寄せ続けていきたいと考えている。

○障害福祉サービス事業所や精神科病院等に
おける可能な限りの同性による介助の促進
○性別や年齢等に配慮した相談支援の推進
○障害のある女性の出産・育児等において、
本人が必要とした場合の支援の促進（育児や
家事支援のための居宅介護（家事援助）や重
度訪問介護（育児支援）の活用等）
○安心して子どもを産める環境の整備
○障害のある女性に対する性的虐待や強制わ
いせつの防止
○避難所等における着替えやトイレ等障害の
ある女性に対する配慮
○ＤＶシェルター職員等に対する障害特性理
解の促進
○ピアサポート（当事者に対する当事者によ
る支援）等障害のある女性の立場からの支援
業務等への参画の推進
○障害のある女性に対する就労支援の強化と

差別的取扱の禁止の徹底

p120　「安全安心分野」の「計画で実現した
いこと」
　本県では南海トラフ巨大地震への備えをは
じめ、各種防災対策を推進していますが、中
でも、障害のある人の存在を十分に意識した
平時からの防災ネットワーク（連携）を構築
していくことが重要になります。その際、視
覚障害や聴覚障害、さらには障害のある女性
への配慮等、障害特性や複合差別を念頭に置
いた支援を充実させる視点が欠かせません。

p124　「安全安心分野」の「実現したいこと」
の「防災対策の推進」
○避難所等における障害のある女性のための
配慮の推進

＊�「障害のある女性の生活の困難−複合差別実態調査報告書」現在、第四刷頒布中。お問い合わせは、DPI 女性障害
者ネットワーク　dpiwomen@gmail.com　まで。


